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論文内容の要旨

本論文は，建築平面計画の自動化に道を開く乙とを目的として，直方体分割図を母体とする最適平面

の構成手法を開発し 主として住宅を例題としてその適用性を確めたもので 次の 7 章からなっている口

第 1 章は序論であり，本研究の目的と位置づけ，本研究に関連する従来の研究の概観ならびに本研究

において採用した研究方法について述べている。

第 2 章では，建物を直方体分割図としてモデJレ化する場合， 3 次元の立体格子に乗せることで取扱い

が容易になることに着目し，設計条件として与えられた所要室数に対応する直方体分割図の作成方法を，

具体的に構成している。

第 3 章では，直方体分割図の形態を求めると共に，各室の隣接関係に関して分析し，設計条件として

各室聞の機能的な接続関係が与えられた場合，直方体分割図を母体として建築平面を構成する乙とが可

能となる条件を詳細に検討している。

第 4 章では，前章につづく平面計画の過程を「母体である直方体分割図に対し設計条件の範囲内で設

計目標に最もかなうす法を割付ける過程」とみなす乙とにより 分割図に割付けるべき寸法を最適化す

る乙とで，平面計画を非凸形の非線形計画問題として定式化し，乗数法をもとにした解法が適用しうる

乙とを示すと共に，クリティカノレコンディションの概念を定義する乙とによって，平面形を決めるのに

直接かかわっている設計条件を見出す方法を明らかにしている。

第 5章では，与条件をみたす可能性をもっすべての直方体分割図を母体として，非凸形の非線形計画

により設定された条件のもとにおける最適のラインプランを求める方法を提示し 住宅の平面を対象と

するケーススタディーを通じて，乙の方法が実際にも有効に適用可能である乙とを確めている。
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第 6 章では，平面計画を多目的最適化問題として定式化すると共に，制約条件としての設計目標がク

リティカノレコンディションである解に限ってパレート解である乙とを示し，前章までに論じた解法が ε

一制約法として適用可能であり パレート解に対応する平面が得られることを明らかにしている。

第 7 章は結論であり，以上の結果をとりまとめ，論文を総括している。

論文の審査結果の要旨

本論文は，直方体分割図の概念を導入することによって，建築の平面計画を自動化する手法を開発し，

住宅を対象とするケーススタディによって，その適用性を確めたもので，その主な成果は次の通りであ

る。

(1 )建物の平面を作り出す母体として，従来の長方形分割図の 3 次元的な拡張に相当する直方体分割図

の概念を導入し，可能なすべての平面を自動的に求める方法を提示している。

(2) 直方体分割図におさめる乙とのできる接続グラフの形を求めると共に 与条件の中に含まれる所要

室聞の接続関係から，直方体分割図型のプランタイフoを構成することが可能かどうかについて判別す

る方法を明らかにしている口

(3) 平面計画に非凸形の非線形計画法を適用し，乗数法をもとにして，設定された条件のもとにおける

最適のラインプランが得られる乙とを示すと共に コストの最小化を目標としたケースについても具

体的に例示している D

(4) 建築平面計画を，多目的最適化問題として位置ずけ，その解法を示すとともに，あらたに定義され

たクリテイカルコンディションとの関係、を解明して，直方体分割図を母体とする最適平面の構成手法

を提案している。

以上のように本論文は，平面計画の最適化と設計の自動化に関して多くの新しい知見を得たものであ

り，建築工学の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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